
４ 理科 
学校番号 101 

平成３１年度 理科 
 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 
使用教科書 高校生物基礎 新訂版 （実教出版） 
副教材等 アクセスノート 生物基礎 改訂版 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・抽出授業は基本的に一般授業に準じますが、日本語指導が必要であることを踏まえ、個人に応じ

て調整します。 

・「生命」に見られる共通性と多様性を様々な生物の中から見出していきます。 

・生物である私たちをテーマとした学習なので、身近な話題が沢山あります。授業で学習したこと

を日常の中でも意識することで、より生物学の面白さや奥深さを理解できます。 

・用語の暗記よりも授業の理解を重視します。授業中の話題をよくメモするようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１．生物の多様性を踏まえつつ、生物に共通する概念や原理・法則を理解する。 

２．遺伝子・健康・環境など、日常生活や社会との関わりを考えるために必要な科学的素養を高める。 

３．多様性と共通性という２つの視点から、生物や生命現象を探求する方法や姿勢を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 
観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 
観点

の趣

旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・多様性と共通性という２

つの視点が生物を学習す

る上で、重要であること

に気付けたか。 
・ニュースなどで取り上げ

られるDNAや遺伝子、生

態系や環境についての話

題を身近な問題としてと

らえられたか。 
・身辺の自然現象について

、正確な知識に基づいて

正しく観察することがで

き、科学的な見方や考え方

を身に付けられたか。 

・多様性の中にある共通

性について考察し、まと

められたか。 
・DNAの構造を学ぶこ

とで、遺伝現象が物質に

よるものであることを

理解し、その塩基配列が

遺伝情報を担える理由

を考察できたか。 
・いろいろな生物現象の

しくみを科学的に考察

し、論理的に説明できた

か。 
 

・積極的に実験に参

加し、実験や観察の

基本的な操作や技

術を身につけられ

ている。 
・実験や観察の結果

を、整理して記録し

、それから得られる

考察を的確にまと

めることができた

か。 
 
 
 

・授業で習った基

本的な内容を理解

し、身につけられ

ているか。また、

それらを用いて生

物の諸現象を説明

できているか。 
 
 
 
 
 
 
 

評価

方法 
 

学習状況の観察 
ノートやプリントの記述 
探究活動の記録、発表 

学習状況の観察 
ノートやプリントの記述 

探究活動の記録、発表 
定期考査の結果 

ノートやプリント

の記述 
観察・実験の記録 
定期考査の結果 

学習状況の観察 
ノートやプリントの

記述 
定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 
学

期 
単元名 

 
学習内容 

 
主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 

 
評価方法 

 a b c d 
１

学

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生物の特徴 
 
 
 
 
 
 

生物の多様性と

共通性 
 

○ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

a:生物の多様性と共通性、遺伝現象とＤＮＡ

に関心を持ち、意欲的に探究しようとする 
b:地球上には多種多様な生物がいることに

気付くとともに、多様性はさまざまな生育

環境に適応した結果であることを理解する 
d:生命活動に必要なエネルギーと代謝につ

いて理解し、知識を身に付けている。 

学習状況 
探究活動 
ノート・プリント 
観察・実験 
定期考査 
 
 
 
 
 
 
 

生命活動とエネ

ルギー 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

○ 
 
 
 

遺伝子とそ

のはたらき 
 
 
 
 

生物と遺伝子 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

d:DNAという物質が、生き物の特徴や性質

を決定する情報を担っており、親から子へ

と受け継がれる遺伝子であることを理解す

る。 
b:DNA、遺伝子、染色体、ゲノムという用語

の違いを理解する。 

遺伝情報の分配  ○   
遺伝情報とタンパ

ク質の合成 
 
 

 
 

 
 

○ 
 

２

学

期 
 
 
 
 
 
 

生物の体内環

境の維持 
 
 
 
 
 
 
 

体内環境の維持 
 
 

○ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

a:体内環境について関心をもち、意欲的に探究

しようとする。 
b:病原筋などの異物を認識、排除して体内

環境を保つ仕組みを考察し、導き出した考

えを表現している。 
c:「生物の体内環境の維持」に関する探究

活動を行い、生物学的に探究する方法を習

得するとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。 

d:免疫反応の系統やそれぞれの性質を理解し、

炎症やアレルギーなどの身近な疾病・体内反応に

ついて適切に対処することができる。 

探究活動 
ノート・プリント 
観察・実験 
定期考査 
 
 
 
 

体内環境を保つ

しくみ 
 

 
 
 

○ 
 
 

 
 
 

 
 
 

体内環境を守る

しくみ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

３

学

期 
 
 
 
 
 

生物の多様性

と生態系 
 
 
 
 
 
 

植生の多様性と遷

移 
 

○ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

a:気候とバイオーム、生態系のバランスについて

関心をもち、意欲的に探究しようとする。 
b:「生物の多様性と生態系」に関する探究活動を

行い、事象や結果を考察し、導き出した考えを表

現している。 
c:生態系と物質循環について観察、実験、資料収

集などを行い、基本操作を習得するとともに、そ

れらの過程や結果を的確に記録、整理している。 

d:環境の特性を植物がつくりあげていることを

理解し、植物の分布を左右する気候条件を元に、

どのようなバイオームが形成されるのかを推測

することができる。 

学習状況 
探究活動 
ノート・プリント 
観察・実験 
定期考査 
 
 

バイオームとその

分布 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○ 
 
 

生態系とその保全 
 

 
 

 
 

○ 
 

 
 

 
※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 
                        c:観察・実験の技能   d:知識・理解 
※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 
   の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 
    いる。 


